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私
の
終
戦
70
周
年 

赤
道
直
下
で
の
空
腹
と
苦
役 

春
日
滄
太
郎 

東
京
都
世
田
谷
区 

今
年
は
終
戦
か
ら
70
年
を
迎
え
、
南
方
第
一
線
か
ら

の
生
き
残
り
の
兵
は
皆
90
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
。
人
生
の

節
目
と
思
い
、
私
の
戦
争
体
験
の
記
憶
を
手
繰
り
寄
せ

て
み
ま
し
た
。 

●
南
方
方
面
軍
と
し
て
ス
マ
ト
ラ
へ 

私
は
大
正
11
年
、
長
野
県
屋
代
（
現
千
曲
市
）
で
生

ま
れ
、
物
心
つ
い
た
時
は
父
の
勤
務
先
の
中
国
の
大
連

に
い
て
、
6
歳
ま
で
育
っ
た
。 

昭
和
18
年
4
月
10
日
、
相
模
原
の
東
部
88
部
隊
（
近

衛
電
信
第
一
聯
隊
の
留
守
部
隊
）
に
現
役
兵
と
し
て
入

隊
し
た
。
諸
訓
練
後
、
士
官
候
補
生
内
定
中
、
優
等
生

の
2
人
が
教
官
候
補
に
残
り
、
第
一
線
補
充
兵
と
し
て

約
１
０
０
名
と
8
月
16
日
、
他
の
諸
部
隊
と
と
も
に
、

広
島
県
宇
品
港
を
出
航
し
た
。
我
々
１
０
０
名
は
昭
南

島
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
エ
ン
パ
イ
ヤ
ー
ド
ッ
グ
入
港
）
を

経
由
し
て
9
月
23
日
パ
タ
ン
パ
ン
ジ
ャ
ン
の
電
信
第

一
聯
隊
（
旧
オ
ラ
ン
ダ
軍
兵
舎
）
に
入
隊
し
た
。 

そ
の
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
戻
り
幹
部
候
補
生
と
し

て
南
方
軍
教
育
隊
に
入
隊
。
ビ
ル
マ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

方
面
軍
か
ら
の
候
補
生
と
共
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
地
域
で
マ
レ
ー
作
戦
再
現
等
の
戦
闘
作
戦
な

ど

諸

教

育

を
修
了
し
、

昭
和

19

年

9

月
に
見

習

士

官

に

任
官
し
た
。 

ス
マ
ト
ラ
近
衛
電
信
第
一
聯
隊
に
着
任
し
、
軍
の
通
信

脈
絡
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
当
時
掌
握
し

た
部
下
は
シ
ン
ゴ
ラ
上
陸
か
ら
の
精
鋭
た
ち
で
あ
っ

た
こ
と
も
思
い
出
す
。 

さ
て
南
方
方
面
軍
・
第
25
軍
は
、
山
下
奉
文
（
注
1
）

軍
司
令
官
の
も
と
、
近
衛
（
こ
の
え
）
師
団
、
牟
田
口

（
む
た
ぐ
ち
）
兵
団
、
近
衛
電
信
第
一
聯
隊
が
主
力
で
、

昭
和
16
年
12
月
8
日
、
マ
レ
ー
半
島
シ
ン
ゴ
ラ
に
上

陸
し
、
17
年
2
月
15
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
制
圧
後
、

ス
マ
ト
ラ
島
パ
レ
ン
バ
ン
に
落
下
傘
降
下
し
、
石
油
資

源
を
確
保
す
る
任
務
に
就
い
て
い
た
。（
注
2
） 

そ
の
後
、
第
25
軍
の
司
令
官
は
田
辺
盛
武
中
将
に
代

わ
り
、
配
下
の
牟
田
口
兵
団
は
ビ
ル
マ
に
転
進
し
、
近

衛
師
団
と
わ
れ
わ
れ
近
衛
電
信
第
一
聯
隊
が
ス
マ
ト

ラ
に
上
陸
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
３

０
０
年
に
わ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
か
ら
解

放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

●
終
戦
を
迎
え
る 

終
戦
時
、
私
は
23
歳
。
陸
軍
少
尉
、
近
衛
電
信
第
一

聯
隊 

第
一
中
隊
、
第
三
小
隊
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
小

隊
は
4
個
分
隊
の
64
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
兵
補
10
名

の
計
74
名
、
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
5
台
、
の
編
成
だ
っ
た
。 

軍
司
令
部
の
ブ
キ
チ
ン
ギ
か
ら
パ
レ
ン
バ
ン
方
面

と
タ
カ
ン
バ
ル
方
面
の
通
信
線
補
強
と
構
築
を
終
了

し
て
、
そ
の
日
は
イ
ン
ド
洋
岸
の
パ
ダ
ン
に
駐
留
し
て

い
た
。
従
来
の
南
方
軍
の
作
戦
は
、
上
陸
し
て
く
る
敵

を
海
岸
陣
地
で
叩
く
水
際
撃
滅
作
戦
を
と
っ
て
き
た

が
、
昭
和
19
年
以
降
は
、
敵
の
上
陸
前
の
艦
砲
射
撃
、

空
爆
撃
が
猛
烈
を
極
め
た
の
で
、
上
陸
し
て
く
る
前
に

海
岸
陣
地
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
私

の
小
隊
は
赤
道
標
を
越
え
た
イ
ン
ド
洋
岸
の
パ
ダ
ン

の
海
岸
陣
地
か
ら
、
艦
砲
の
届
か
な
い
30
㌔
後
方
の
山

岳
地
帯
の
洞
窟
陣
地
に
通
信
網
架
線
を
構
築
中
で
あ

っ
た
。 

8
月
15
日
、
暑
い
、
暑
い
日
だ
っ
た
。
正
午
12
時
、

ち
ょ
う
ど
ヤ
シ
の
木
の
下
で
昼
飯
を
と
っ
て
い
た
と

き
だ
っ
た
。
２
０
０
㌔
離
れ
た
パ
タ
ン
パ
ン
ジ
ャ
ン
の

中
隊
本
部
か
ら
作
戦
中
止
の
緊
急
電
話
が
入
っ
た
。
日

本
へ
の
原
爆
投
下
や
ソ
連
参
戦
の
情
報
を
得
て
い
た

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
覚
悟
は
し
て
い
た
。
来
る
べ
き
も

の
が
来
た
の
だ
。
2
日
置
い
て
聯
隊
本
部
に
帰
還
し
た
。 

●
捕
虜
収
容
所
に
向
か
う 

9
月
に
入
っ
て
自
給
自
足
体
制
準
備
の
た
め
、
20
㌔

離
れ
た
マ
ラ
ピ
山
麓
の
バ
ラ
イ
ガ
ダ
ン
に
移
駐
し
た
。

見習い士官任官（22歳） 
シンガポール・ラッフル
ズホテルにて 
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（
マ
ラ
ピ
山
は
標
高
２
８
９

１
㍍
の
活
火
山
で
、
現

在
、
山
麓
は
マ
ン
デ
リ
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
る
） 

や
が
て
ス
カ
ル
ノ
軍
の
独
立
戦
争
が
始
ま
り
、
オ
ラ

ン
ダ
軍
は
撤
退
し
た
。
連
合
軍
の
命
令
に
よ
り
、
治
安

維
持
の
名
目
で
我
々
は
再
武
装
し
た
。 

翌
21
年
1
月
15
日
、
英
軍
か
ら
日
本
帰
還
の
た
め

の
駐
屯
地
設
営
隊
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
駐
命
令
。
第

25
軍
先
遣
隊
に
電
信
第
一
聯
隊
か
ら
は
、
私
の
小
隊

（
70
名
）
が
先
遣
隊
要
員
と
し
て
、
上
田
稔
聯
隊
長
（
男

爵
・
陸
軍
大
佐
）
は
じ
め
、
各
中
隊
長
と
衛
兵
所
の
ラ

ッ
パ
と
捧
げ
銃
に
見
送
ら
れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し

た
。
そ
し
て
第
25
軍
駐
屯
地
の
ブ
キ
チ
ン
ギ
の
第
25
軍

先
遣
隊
長
の
濱
田 

少
将
の
指
揮
下
に
入
っ
た
（
総
勢
５
０
０
名
）
。 

英
軍
指
示
の
転
進
装
備
は
将
校
は
軍
刀
と
拳
銃
、
兵

は
銃
剣
の
み
携
行
し
、
マ
レ
ー
半
島
の
バ
ト
パ
ハ
上
陸

ま
で
に
銃
剣
と
拳
銃
は
マ
ラ
ッ
カ
海
に
投
棄
し
て
上

陸
の
こ
と
、
と
の
命
令
だ
っ
た
。 

こ
の
日
、
ス
マ
ト
ラ
か
ら
赤
道
標
を
戻
っ
て
パ
カ
ン

バ
ル
で
乗
船
、
シ
ア
ク
川
を
下
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
海
を
越

え
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
バ
ト
パ
ハ
に
上
陸
し
た
。
ク
ル
ア

ン
飛
行
場
の
検
問
所
で
、
戦
犯
検
査
を
受
け
た
。
軍
刀

を
英
軍
に
渡
し
て
、
英
軍
ト
ラ
ッ
ク
で
小
隊
と
と
も
に

２
０
０
㌔
先
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
夕
刻
着
い
た
。
そ
こ

は
リ
バ
バ
レ
ー
の
元
英
軍
の
捕
虜
収
容
所
跡
だ
っ
た
。 

 

●
過
酷
な
労
働
を
支
え
た
合
言
葉 

抑
留
と
な
っ
て
か
ら
屈
辱
と
空
腹
と
苦
役
の
労
働
が

続
い
た
。
「
壊
し
た
も
の
は
、
負
け
た
者
が
直
し
て
い

け
」
の
論
法
で
、
我
々
日
本
兵
が
作
業
に
あ
た
っ
た…

 

鬼
の
テ
ン
ガ
ー
（
旧
飛
行
場
跡
）
、
魔
の
リ
バ
バ
レ

ー
（
旧
英
軍
捕
虜
収
容
所
跡
）
と
い
わ
れ
、
過
酷
な
作

業
を
さ
せ
ら
れ
た
。
抑
留
部
隊
は
「
作
業
隊
」
と
称
し
、

日
本
に
復
員
す
る
ま
で
軍
隊
組
織
を
維
持
し
て
い
た
。

作
業
場
へ
は
小
隊
単
位
で
2
列
縦
隊
と
な
っ
て
、
整
然

と
行
進
し
て
い
っ
た
。
前
後
左
右
に
イ
ン
ド
兵
が
監
視

に
つ
い
て
い
た
。
道
路
脇
や
後
方
か
ら
罵
声
と
と
も
に
、

小
石
や
使
え
な
く
な
っ
た
軍
票
が
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。

我
々
も
イ
ン
ド
兵
も
そ
れ
を
意
に
介
さ
ず
、
目
も
そ
ら

さ
ず
、
黙
々
と
行
進
し
た
。
イ
ン
ド
兵
は
我
々
捕
虜
の

監
視
で
あ
り
、

同
時
に
護
衛

で
も
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。

昭

和

21

年

2
月
頃
の
こ

と
だ
っ
た
。 

作
業
の
監

督
は
主
と
し

て
豪
州
兵
で
、

そ
の
中
で
第
一
作
業
場
（
旧
英
軍
南
兵
営
：
現
マ
ウ
ン

ト
フ
ェ
イ
バ
ー
（
当
時
筑
紫
山
と
い
っ
た
）
）
の
裏
側

で
は
、
た
ち
の
悪
い
豪
州
兵
の
大
尉
が
い
た
。
朝
か
ら

晩
ま
でco

m
e
 o

n
,co

m
e
 o

n
…

と
わ
め
い
て
追
い
ま
く

ら
れ
た
。
我
々
は
カ
モ
ン
大
尉
と
名
付
け
て
、
将
来
、

軍
法
会
議
者
だ
と
心
で
叫
び
な
が
ら
忍
従
し
た
。
暑
さ

と
空
腹
と
、
重
い
鉄
骨
や
セ
メ
ン
ト
袋
の
集
積
に
は
精

も
根
も
尽
き
果
て
た
。
四
面
楚
歌
の
中
で
「
耐
え
難
き

を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
、
有
終
の
美
を
残
し
て
、

祖
国
復
興
の
た
め
に
生
き
て
帰
る
」
を
合
言
葉
に
、
み

な
で
長
い
一
日
、
一
日
を
生
き
長
ら
え
た
。
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
言
葉
で
あ
る
。 

6
月
に
な
っ
て
、
中
隊
は
じ
め
後
続
の
各
部
隊
も
到

着
し
て
き
て
、
少
し
気
が
楽
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
チ

ャ
ン
ギ
ー
刑
務
所
で
は
捕
虜
虐
待
の
罪
で
日
本
兵
が

裁
か
れ
て
い
た
。
昭
和
22
年
に
な
っ
て
チ
ャ
ン
ギ
ー
の

ゴ
ム
林
を
切
り
開
い
て
、
バ
ラ
ッ
ク
兵
舎
を
設
営
し
て

移
っ
た
。
よ
う
や
く
鉄
条
網
の
バ
リ
ケ
ー
ド
が
な
く
な

中部スマトラ・コトアラムの赤道標 

白い球に赤い帯が描かれている。山
の中腹で、周りはジャングルだった
（昭和 18年 8 月） 

抑留者名札 
（officer Kasuga-S とある） 

忍従の汗が染み込んでいる 

検問通過許可証 

クルアンで受け取った戦
犯チェックパス。このピン
ク色は通行を許可され、黒
とグレーの者はキャンプ
に残された 
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っ
た
。
周
囲
の
土
地
を
開
拓
し
て
タ
ピ
オ
カ
や
食
料
に

な
る
野
草
を
作
っ
た
。 

強
制
労
働
も
少
な
く
な
っ
た
。
部
隊
名
は
各
聯
隊
長

の
名
前
を
付
け
、
我
々
の
電
信
第
一
聯
隊
は
土
山
部
隊

と
い
っ
た
。
た
ま
に
演
芸
芝
居
な
ど
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

8
月
に
な
る
と
内
地
帰
還
の
指
示
が
出
た
。
25
軍
の

先
遣
部
隊
か
ら
、
電
信
第
一
聯
隊
は
私
の
小
隊
か
ら
、

8
月
17
日
、
ジ
ュ
ロ
ン
に
集
結
。
23
日
、
日
本
か
ら 

迎
え
に
来
た
生
き
残
り
の
お
粗
末
な
輸
送
船
に
、
セ

レ
タ
ー
軍
港
か
ら
乗
船
し
た
。
港
に
繋
が
れ
た
日
本
駆

逐
艦
4
隻
の
姿
が
目
に
し
み
た
。 

 

『
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
イ
ン
ド
兵
が
一
人
手
を
振

っ
て
い
る
。
我
ら
を
見
送
っ
て
い
る
人
も
あ
っ
た
の
だ

…

人
間
生
き
て
経
験
す
る
全
て
の
感
情
の
交
錯
す
る

思
い
出
を
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
、

さ
ら
ば
』 

と
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
。 

終
戦
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
2
年
た
っ
た
昭
和
22
年
9

月
6
日
、
佐
世
保
港
に
帰
還
し
た
。
復
員
手
続
き
後
、

各
自
方
面
別
の
復
員
列
車
に
乗
車
し
て
帰
郷
し
た
。 

●
服
装
や
装
備 

帰
国
し
た
時
の
服
装
、
持
ち
物
は
軍
衣
、
ズ
ボ
ン
、

バ
ン
ド
、
戦
闘
帽
、
夜
戦
用
テ
ン
ト
で
作
っ
た
手
製
の

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
携
帯
テ
ン
ト
。 

ち
な
み
に
戦
地
で
の
装
備
は
バ
ン
ド
に
軍
刀
、
拳
銃
、

手
榴
弾
、
図
嚢
（
地
図
、
書
類
入
れ
）
を
着
け
、
鉄
帽
、

防
暑
帽
、
ガ
ス
マ
ス
ク
、
水
筒
、
対
空
ネ
ッ
ト
、
防
蚊

手
袋
な
ど
を
携
帯
し
た
。 

作
業
隊
で
は
英
軍
支
給
の
囚
人
服
、
囚
人
帽
を
着
て

い
た
が
、
帰
還
の
時
は
軍
服
に
着
替
え
た
。
乗
船
時
に

英
軍
か
ら
3
ポ
ン
ド
渡
さ
れ
た
（
現
在
で
の
3
ポ
ン
ド

は
お
よ
そ
５
０
０
円
ち
ょ
っ
と
だ
が
、
当
時
の
価
値
の

程
度
は
不
明
）
。
意
味
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
黙
っ
て
受

け
取
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
ね
じ
込
ん
だ
。 

佐
世
保
で
は
復
員
局
か
ら
８
０
０
円
も
ら
っ
て
乗

車
し
た
。
そ
れ
ま
で
終
戦
か
ら
の
2
年
間
、
金
を
持
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

●
戦
跡
訪
問 

あ
れ
か
ら
約
30
年
た
っ
た
昭
和
53
年
8
月
、
最
初

の
戦
跡
訪
問
を
し
た
。
バ
ラ
イ
ガ
ダ
イ
ガ
ラ
ン
村
だ
。

戦
時
中
は
行
く
先
々
、
村
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
何
か

と
援
助
し
た
。
河
川
交
通
は
あ
っ
た
が
、
陸
上
の
輸
送

手
段
が
な
く
、
作
戦
の
合
間
に
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ

て
ヤ
シ
油
の
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
運
ん
で
や
っ
た
。
ほ
か

に
も
、
け
が
人
に
赤
チ
ン
を
塗
っ
て
や
っ
た
り
し
た
思

い
出
が
あ
る
。
敗
戦
し
て
か
ら
は
何
も
で
き
な
か
っ
た

か
ら
、
何
事
も
人
の
た
め
に
、
や
れ
る
と
き
に
や
っ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。 

バ
ラ
イ
ガ
ダ
イ
ガ
ラ
ン
村
で
は
、
時
が
移
り
人
が
代
わ

っ
た
が
、
当
時
駐
在
し
て
い
た
小
学
校
で
、
土
地
の
有
力

者
や
学
校
の
先
生
と
生
徒
の
演
芸
と
踊
り
な
ど
の
歓
迎

を
受
け
た
。
当
時
の
兵
補
の
一
人
が
生
き
残
っ
て
い
た
。 

祈
り
継
ぐ
、
海
外
戦
没
者
数
２
４
６
万
人
。
戻
ら
な
い

遺
骨
は
１
１
３
万
柱
と
言
わ
れ
る
（
二
〇
一
四
年
現
在
） 
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注
１
：
山
下
奉
文 

や
ま
し
た 

と
も
ゆ
き
（
明
治
18
年
～
昭
和
21
年
）
は
、
日
本
の
陸

軍
軍
人
。
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
の
陸
軍
大
将
。
太
平
洋
戦
争
の
緒

戦
に
お
い
て
第
25
軍
司
令
官
と
し
て
マ
レ
ー
作
戦
を
指
揮
す
る
。

日
本
の
新
聞
は
そ
の
勇
猛
果
敢
な
さ
ま
を
「
マ
レ
ー
の
虎
」
と
評
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦
い
の
終
結
時
に
敵
将
イ
ギ
リ
ス
軍
司
令
官

の
ア
ー
サ
ー
・
パ
ー
シ
バ
ル
中
将
に
対
し
て
「
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
」

と
降
伏
を
迫
っ
た
と
い
う
逸
話
は
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。 

 

注
２
：
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
主
要
な
戦
争
目
的
の
一
つ
に

蘭
印
の
石
油
の
獲
保
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。 

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

    

  

現在のオーチャード通り 

日系デパートも進出するシンガポール

随一のショッピングセンターなど、高

層ビルが並び地下鉄も走っている 
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